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会 長：小川秋實　　副会長：唐澤敏治　　幹事：小向誠一

第１２７3回　第28年度初例会　平成２６年7月1日（火）

2014-2015 国際ロータリーのテーマ

ロータリーに輝きを
Light up Rotary

2014-2015 RI会長
ゲイリーC.K.ホァン

台湾台北

■ 点　鐘 １２：３０

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　馬場秀則ソングリーダー■ ソング  

バッジ引継ぎ・記念品贈呈・新役員理事委員長紹介・会長挨拶■ 新任式  

■ ゲスト・ビジター紹介 ・支援留学生　沈昱東さん
・担当教官　准教授 安江恒 様

小川秋實会長■ 会長談話

本日から1年間会長を務めることになりました。池田・前会長のようなユーモアにあふれ
た言動で会員を惹きつける能力は私にはありませんが､活気あるクラブにするよう努力い
たします。
クラブの運営では､毎週の例会が参加してよかったと思えることが第一です。前例主義
でなく､クラブのあり方をみなで話し合い､よいと思うことを実行していきたいと思います。

ゲイリー C. K.ホァン国際ロータリー会長は､モットーとして「ロータリーに輝きを」を掲げました。ホァン会長
は､孔子の教え：「ただ座って暗闇を呪うよりも､ローソクを灯したほうがいい」の言葉に心動かされ､孔子こそ
世界で最初のロータリアンだと述べています。「世界には問題が山積みとなっており､大勢の人が助けを必要

としている。しかし､“自分にできることはない”と言って､何もせずにただ座っている人が大勢いる。これでは､何
もかも暗闇のままだ」､「ロータリーの考え方は､孔子と同じ。ローソクを灯すのがロータリー。私が一本､あな
たが一本。こうして､120万人の会員全員がローソクを灯す。力を合わせれば､世界を光で輝かせることができ
る」と述べています。こうして「ロータリーに輝きを」のモットーが生まれました。
孔子は､紀元前500年ほど前の中国の哲学者で儒教の祖。孔子の語録を弟子が纏めたものが論語。その中に
は現代の日本人も知っている格言が数多くあります。「義を見てなさざるは､勇なきなり」､「良薬は口に苦くし
て病に利あり」､「過ぎたるは､なお及ばざるが如し」､「巧言令色､すくなし仁」､などなど。
しかし､「暗闇を呪うよりも1本のローソクに火を灯そう」という言葉は論語のなかには出てきません。中国で
ローソクが使われ始めたのは紀元前200年頃からなので､紀元前500年頃の孔子の時代にはローソクはな
かったはず。したがって､「ローソクに火を灯そう」は孔子の言葉ではないだろうという説があります。
「アムネスティ・インターナショナル」は世界最大の国際人権NGO。世界に300万人以上の会員がいて､難民
と移民の権利､死刑制度の廃止などに取り組んでいます。この団体のシンボルマークは､有刺鉄線に囲まれた
ローソク。有刺鉄線は「自由を奪われた人びと」を､そして､ローソクは暗闇を照らす「希望」を表現しています。
アムネスティの創設者が､古い中国のことわざ「暗闇を呪うより､1本のローソクに火を灯そう」から､イメージし
たといわれています。しかし､新約聖書にもそのような記述があるため､これがことわざの由来だという説もあり
ます。
３年前､台湾を訪れたとき､下井会員に紹介をしていただき､台北のロータリーの五代合同例会に参加しました。
そのさいに､国際ロータリー会長になる前のホァンさんにお会いでき､温厚な紳士との印象を受けました。次に
お会いする機会があれば､「ローソクに火を灯そう」と孔子との関係について伺ってみたいと思います。
いずれにしろ､「ロータリーに輝きを」というモットーは素晴らしいものですから､この1年はこのモットーを掲げ
てロータリー活動をしたいと思います。
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■ 慶　祝 誕生日祝  7月17日　矢島宏会員
 22日　矢野昌史会員
 30日　木村時一会員

本日から1年間会長を務めることになりました。池田・前会長のようなユーモアにあふれ
た言動で会員を惹きつける能力は私にはありませんが､活気あるクラブにするよう努力い
たします。
クラブの運営では､毎週の例会が参加してよかったと思えることが第一です。前例主義
でなく､クラブのあり方をみなで話し合い､よいと思うことを実行していきたいと思います。

ゲイリー C. K.ホァン国際ロータリー会長は､モットーとして「ロータリーに輝きを」を掲げました。ホァン会長
は､孔子の教え：「ただ座って暗闇を呪うよりも､ローソクを灯したほうがいい」の言葉に心動かされ､孔子こそ
世界で最初のロータリアンだと述べています。「世界には問題が山積みとなっており､大勢の人が助けを必要

小向誠一幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆小川秋實
◆小向誠一

◆伊澤和男
◆唐澤敏治

◆池上幸平
◆馬場秀則

◆下井達典
◆唐澤稔
◆田中洋
◆井上修

◆清水吉治

◆唐澤千明

◆橋爪多津男

本日から会長を務めます。活気あるクラブになるよう努力いたします。
本日28年度第１例会です。いよいよ小川年度が始まります。会員皆様の御理解・御協力・御
指導をよろしくお願い致します。
本日よりSAA。悪声をお聞き下さい。
新しい年度に入りました。副会長として会長の足を引っ張ることのないよう頑張りたいと思い
ます。皆様のご協力をお願い致します。
新年度役員の皆様、1年間ご苦労様です。頑張って下さい。
2600地区上伊那グループガバナー補佐、大過なく終わりました。I.M.反省会の開催をお願い
します。本年、ソングリーダー！！
第28期、小川・小向年度の第１例会を御祝い申し上げます。
信大農学部　安江准教授、留学生　シン リトウさん、歓迎致します。
小川年度スタートおめでとうございます。今期もよろしくお願いします。
かんてんぱぱ軽井沢店が本日オープンしました。アウトレットイースト側です。ビル・ゲイツも
一万坪の開発をしているようです。旬な軽井沢にどうぞ。
小川先生・小向先輩、一年間お世話になります。楽しく過ごせますようご指導の程よろしくお
願い致します。
6月29日（日）アピタでの薬物乱用防止の社会環境づくり普及運動に、職業・社会奉仕委員
会の立場で参加しました。
小向会員・矢野会員による二人会。楽しく拝聴致しました。異国で食べた一塩の効いたスルメ

としている。しかし､“自分にできることはない”と言って､何もせずにただ座っている人が大勢いる。これでは､何
もかも暗闇のままだ」､「ロータリーの考え方は､孔子と同じ。ローソクを灯すのがロータリー。私が一本､あな
たが一本。こうして､120万人の会員全員がローソクを灯す。力を合わせれば､世界を光で輝かせることができ
る」と述べています。こうして「ロータリーに輝きを」のモットーが生まれました。
孔子は､紀元前500年ほど前の中国の哲学者で儒教の祖。孔子の語録を弟子が纏めたものが論語。その中に
は現代の日本人も知っている格言が数多くあります。「義を見てなさざるは､勇なきなり」､「良薬は口に苦くし
て病に利あり」､「過ぎたるは､なお及ばざるが如し」､「巧言令色､すくなし仁」､などなど。
しかし､「暗闇を呪うよりも1本のローソクに火を灯そう」という言葉は論語のなかには出てきません。中国で
ローソクが使われ始めたのは紀元前200年頃からなので､紀元前500年頃の孔子の時代にはローソクはな
かったはず。したがって､「ローソクに火を灯そう」は孔子の言葉ではないだろうという説があります。
「アムネスティ・インターナショナル」は世界最大の国際人権NGO。世界に300万人以上の会員がいて､難民
と移民の権利､死刑制度の廃止などに取り組んでいます。この団体のシンボルマークは､有刺鉄線に囲まれた
ローソク。有刺鉄線は「自由を奪われた人びと」を､そして､ローソクは暗闇を照らす「希望」を表現しています。
アムネスティの創設者が､古い中国のことわざ「暗闇を呪うより､1本のローソクに火を灯そう」から､イメージし
たといわれています。しかし､新約聖書にもそのような記述があるため､これがことわざの由来だという説もあり
ます。
３年前､台湾を訪れたとき､下井会員に紹介をしていただき､台北のロータリーの五代合同例会に参加しました。
そのさいに､国際ロータリー会長になる前のホァンさんにお会いでき､温厚な紳士との印象を受けました。次に
お会いする機会があれば､「ローソクに火を灯そう」と孔子との関係について伺ってみたいと思います。
いずれにしろ､「ロータリーに輝きを」というモットーは素晴らしいものですから､この1年はこのモットーを掲げ
てロータリー活動をしたいと思います。

の話が一番盛り上がりました。次回の開宴が楽しみです。
（発表　伊藤幸明委員長）



■ 支援留学生紹介

本日から会長を務めます。活気あるクラブになるよう努力いたします。
本日28年度第１例会です。いよいよ小川年度が始まります。会員皆様の御理解・御協力・御
指導をよろしくお願い致します。
本日よりSAA。悪声をお聞き下さい。
新しい年度に入りました。副会長として会長の足を引っ張ることのないよう頑張りたいと思い
ます。皆様のご協力をお願い致します。
新年度役員の皆様、1年間ご苦労様です。頑張って下さい。
2600地区上伊那グループガバナー補佐、大過なく終わりました。I.M.反省会の開催をお願い
します。本年、ソングリーダー！！
第28期、小川・小向年度の第１例会を御祝い申し上げます。
信大農学部　安江准教授、留学生　シン リトウさん、歓迎致します。
小川年度スタートおめでとうございます。今期もよろしくお願いします。
かんてんぱぱ軽井沢店が本日オープンしました。アウトレットイースト側です。ビル・ゲイツも
一万坪の開発をしているようです。旬な軽井沢にどうぞ。
小川先生・小向先輩、一年間お世話になります。楽しく過ごせますようご指導の程よろしくお
願い致します。
6月29日（日）アピタでの薬物乱用防止の社会環境づくり普及運動に、職業・社会奉仕委員
会の立場で参加しました。
小向会員・矢野会員による二人会。楽しく拝聴致しました。異国で食べた一塩の効いたスルメ

6月28日　箕輪ロータリークラブ創立40周年記念式典の報告　　池田幸平直前会長
箕輪ロータリークラブの創立40周年記念式典に出席して来ました。出席者の皆さん役
目もあと二日という言葉が飛び交っていました。馬場ガバナー補佐も素晴らしい最後の
挨拶をされました。交換留学生をずっと受け入れている（受け入れ33名、送り出し31
名）ことから交換留学生も5人招待され、埋橋愛元交換留学生の体験報告もあり、箕

輪ロータリークラブらしい盛大な記念式典でした。

7月5日・6日　伊那西高祭の案内　　　矢野昌史青少年奉仕委員長
 第30回西高祭が7月5日～6日に開催されます。招待状・ポスター・パンフレット等をい
ただきました。IACのステージ発表・展示もあります。皆さん、是非お出掛け下さい。

准教授　安江恒様ご挨拶
この度は，当研究室の大学院生シン・リトウ君に御支援をいただき誠にありがとうござ
います。大変まじめに研究に取り組んでいる好青年です。皆様との交流を通して，ます
ます伊那が好きになってもらえるよう期待しています。よろしくお願いいたします。

支援留学生　沈昱東さんご挨拶
こんにちは、中国から来た留学生のシンリトウと申します。
このたびはロータリーの支援金をいただき、ありがとうございます。
私の研究テーマは、温暖化に伴う広葉樹(ブナ、ミズナラ、ダケカンバ)の肥大成長予測
です。よろしくお願いします。

■ 委員会報告

会員数33名　　出席免除会員8名　　長欠会員2名
本日出席者23名　　事前メイク2名　出席率89.28％　
前回出席率　修正なし　（発表　井上修委員）

■ 出席報告

6月29日　ヤング街頭キャンペーンの報告　　　唐澤千明職業・社会奉仕委員長
薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」普及運動に参加
　国際麻薬乱用撲滅デー（6月26日）にあわせ、6月29日（日）午前10時からアピタに
て“あらゆる薬物乱用をなくそう”のタスキを掛け、当クラブからは小向幹事と私が参加
し、来店者の方々に「ダメ。ゼッタイ。」の普及運動を行いました。

　日本で乱用される主な違法薬物は覚醒剤と大麻（マリファナ）ですが、最近問題になっている「脱法ハー
ブ」を使用した者による健康被害や二次的犯罪が多発しており、脱法ドラック対策として、今年の4月1日から
薬事法改正により所持、使用、購入、譲り受けについても禁止され、罰を科すことになりました。
　薬物乱用のない社会環境づくりを目指して、官民一体となり、一人でも多くこの問題に関する認識を高めて
頂きたいと願います。
　国連支援募金にもご協力をよろしくお願い致します。

の話が一番盛り上がりました。次回の開宴が楽しみです。
（発表　伊藤幸明委員長）



■ 全員協議会

全員協議会　委員会事業計画発表
・小川秋實 会長

ロータリアンの第一の義務は例会出席であり､例会に出席
してよかったと思えることが､友情と奉仕への心をはぐくみ､
クラブの活性化に結びつきます。より一層楽しく充実した例
会となるように努めます。
五大奉仕部門の活動は､前年度の活動を継続します。
ゲイリー･ホァンRI会長は､「ロータリーに輝きを」の標語の
もとに､地域社会でロータリーの存在感を高めることを要
望。会員増を図るために新しいアイデアとして「ロータリー
ディ」(市民・ファミリーを巻き込んだイベント）の開催､
「ロータリー・モーメント」（これぞロータリーと感激した瞬
間）を語る機会を設けることを求めています。できるだけこ
の実現に努めます。
中川博司･地区ガバナーは､「明日のために今こそ行動を」
の標語のもとに､７項目の行動目標 (新会員の教育研修､IT
化の推進､クラブ間協働奉仕の推進､広報活動の推進､財
団寄付達成､米山奨学会寄付増進､会員増)を示しています。
これらは実現に努めます。

・小向誠一 幹事
会長方針に添って、クラブ会長がクラブ運営を円滑、尚且
つ効果的に推進していける様、又各委員会が楽しく和を
持って積極的に活動ができる様協力しながら、小川会長
方針に資する様務めて参ります。

・伊澤和男 SAA
会長・幹事の指示に従い、スムーズな例会運営をする。又、
各委員長・理事との連絡を常に心がけ、意義ある例会とな
るよう努力する。

・唐澤敏治 クラブ奉仕委員長
会長の掲げるテーマ・目標が達成されるようきめ細かく補佐する。各クラブ奉仕委員会に積極的に参加し、
諸事業が円滑に活動できる様に務める。

・馬場秀則 ロータリー情報委員長
候補者に対し、ロータリークラブがどの様な活動を行っているのかを情報提供し理解をしてもらい入
会の指針とする指針とする。又、クラブ会員にロータリー情報を提供し、全ての会員がロータリー活動の
知識を理解し全体の向上を図る。

・伊藤幸明 出席委員長
例会に出席したくなる雰囲気を会員と協力してつくる。ニコニコBOXには公平に協力をしていただくよう
お願いする。

・矢島宏　 会員増強・プログラム委員長
会員増強がクラブの活性化、並びに奉仕活動に重要であるとの認識を皆で共有し、全員が勧誘者
として会員の増強に努める。また興味を注ぎ魅力を持って例会に出席できるようプログラム構成をする。

・大谷智鶴 親睦活動・家族委員長
会員相互の情報交換をし友好を深める。又、普段より会員のロータリー活動にご協力頂いているご家族
の皆様に感謝の気持ちを込めて、楽しいひとときを過ごして頂き、会員もご家族も親睦を深める。

・市川満貞会 報委員長
　　例会における活動内容を記録保存するとともに、社会に対してその認知度を高めてゆく。

・田中洋 　ロータリー財団担当
“Doing Good in the World”「世界で良いことをしよう」の標語のもと、ロータリアンが人々の健康状
態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解・親善・平和を達成できるよ
うにする。



次回例会　7月8日（火）
点鐘　12:30　　場所　海老屋料理店　　

伊那RC会長・幹事さん来訪
委員会事業計画発表の続き

■ 点　鐘  １３：３０

全員協議会　委員会事業計画発表
・小川秋實 会長
ロータリアンの第一の義務は例会出席であり､例会に出席
してよかったと思えることが､友情と奉仕への心をはぐくみ､
クラブの活性化に結びつきます。より一層楽しく充実した例
会となるように努めます。
五大奉仕部門の活動は､前年度の活動を継続します。
ゲイリー･ホァンRI会長は､「ロータリーに輝きを」の標語の
もとに､地域社会でロータリーの存在感を高めることを要
望。会員増を図るために新しいアイデアとして「ロータリー
ディ」(市民・ファミリーを巻き込んだイベント）の開催､
「ロータリー・モーメント」（これぞロータリーと感激した瞬
間）を語る機会を設けることを求めています。できるだけこ
の実現に努めます。
中川博司･地区ガバナーは､「明日のために今こそ行動を」
の標語のもとに､７項目の行動目標 (新会員の教育研修､IT
化の推進､クラブ間協働奉仕の推進､広報活動の推進､財
団寄付達成､米山奨学会寄付増進､会員増)を示しています。
これらは実現に努めます。

・小向誠一 幹事
会長方針に添って、クラブ会長がクラブ運営を円滑、尚且
つ効果的に推進していける様、又各委員会が楽しく和を
持って積極的に活動ができる様協力しながら、小川会長
方針に資する様務めて参ります。

・伊澤和男 SAA
会長・幹事の指示に従い、スムーズな例会運営をする。又、
各委員長・理事との連絡を常に心がけ、意義ある例会とな
るよう努力する。

・唐澤敏治 クラブ奉仕委員長
会長の掲げるテーマ・目標が達成されるようきめ細かく補佐する。各クラブ奉仕委員会に積極的に参加し、
諸事業が円滑に活動できる様に務める。

・馬場秀則 ロータリー情報委員長
候補者に対し、ロータリークラブがどの様な活動を行っているのかを情報提供し理解をしてもらい入
会の指針とする指針とする。又、クラブ会員にロータリー情報を提供し、全ての会員がロータリー活動の
知識を理解し全体の向上を図る。

・伊藤幸明 出席委員長
例会に出席したくなる雰囲気を会員と協力してつくる。ニコニコBOXには公平に協力をしていただくよう
お願いする。

・矢島宏　 会員増強・プログラム委員長
会員増強がクラブの活性化、並びに奉仕活動に重要であるとの認識を皆で共有し、全員が勧誘者
として会員の増強に努める。また興味を注ぎ魅力を持って例会に出席できるようプログラム構成をする。

・大谷智鶴 親睦活動・家族委員長
会員相互の情報交換をし友好を深める。又、普段より会員のロータリー活動にご協力頂いているご家族
の皆様に感謝の気持ちを込めて、楽しいひとときを過ごして頂き、会員もご家族も親睦を深める。

・市川満貞会 報委員長
　　例会における活動内容を記録保存するとともに、社会に対してその認知度を高めてゆく。

・田中洋 　ロータリー財団担当
“Doing Good in the World”「世界で良いことをしよう」の標語のもと、ロータリアンが人々の健康状
態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解・親善・平和を達成できるよ
うにする。


